
中
学
校
区
単
位
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
を
設
置

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
取
り
組
み

に
つ
い
て（
東
京
都
三
鷹
市
）

　

三
鷹
市
で
は
、平
成
21
年
ま
で
に
全
て
の

中
学
校
区
で
小
中
一
貫
教
育
を
導
入
し
、各

中
学
校
区
を
学
園
と
し
て
お
り
、そ
の
学
園

を
単
位
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
委

員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。委
員
会
に
は
評

価
部
会
や
支
援
部
会
な
ど
を
設
置
し
、各
部

会
で
支
援
活
動
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
し
て

お
り
、地
域
の
力
を
学
校
教
育
の
充
実
に
生

か
す
と
と
も
に
、地
域
の
活
性
化
に
努
め
、授

業
力
の
向
上
、学
力
の
向
上
、健
全
育
成
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

地
域
住
民
と
の

十
分
な
話
し
合
い
が
必
要

○
学
校
規
模
適
正
化
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
お
よ
び
小
規
模
学
級
特
認
校
制
度
に

つ
い
て（
千
葉
県
市
原
市
）

　

市
原
市
の
学
校
規
模
適
正
化
の
取
り
組
み

で
は
、
複
式
学
級
を
有
す
る
学
校
や
今
後
見

込
ま
れ
る
学
校
を
対
象
に
早
急
に
学
校
規
模

の
適
正
化
を
図
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
学
校
規
模
適
正
化
検
討
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
約
１
年
検
討
を
行
い
、
基
本
的
な
考

え
に
つ
い
て
答
申
。
適
正
化
対
象
の
学
区
で

は
、
学
区
の
課
題
と
捉
え
、
児
童
生
徒
お
よ

び
保
護
者
だ
け
で
な
く
地
域
住
民
な
ど
の
関

係
者
と
十
分
な
話
し
合
い
を
持
つ
必
要
が
あ

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
小
規
模
学
級
特
認
校
制
度
は
、
学

校
規
模
適
正
化
に
向
け
た
事
業
の
一
つ
で
あ

り
、
学
区
の
弾
力
化
を
目
指
し
た
も
の
で
、

大
規
模
校
に
隣
接
し
て
い
る
小
規
模
校
を
特

認
校
に
指
定
し
、
複
式
学
級
の
解
消
を
目
指

し
て
い
ま
し
た
。

○
ま
と
め

　

看
護
系
高
等
教
育
機
関
に
つ
い
て
は
、

公
設
民
営
の
当
市
の
場
合
、
学
生
が
ど
の

程
度
集
ま
る
の
か
不
安
な
点
は
あ
る
が
、

潜
在
看
護
師
の
再
就
職
支
援
と
と
も
に
看

護
師
を
養
成
す
る
学
校
の
必
要
性
は
高
い

と
感
じ
ま
し
た
。

市
民
福
祉
常
任
委
員
会
　
　
　
　
11
月
11
日
～
13
日

　◎
岡
田
竜
一
、
○
武
藤
元
美
、
熊
倉
　
均
、
森
山
　
昭
、
河
原
井
拓
也

　
佐
藤
宗
司
、
　
野
崎
正
志

当
事
者・遺
族
へ
の
支
援
を

総
合
的
に
実
施

○
自
殺
対
策
に
つ
い
て（
東
京
都
日
野
市
）

　

日
野
市
は
、
平
成
23
年
４
月
に
全
国
２
番

目
（
首
長
提
案
と
し
て
は
全
国
初
）
と
な
る

自
殺
対
策
に
関
す
る
条
例
を
施
行
し
ま
し

た
。
ま
た
、
条
例
に
基
づ
き
自
殺
対
策
を
具

体
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
平
成

27
年
３
月
に
日
野
市
自
殺
総
合
対
策
基
本
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

福
祉
の
初
期
総
合
相
談
窓
口
で
あ
る
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
が
自
殺
対
策

を
担
っ
て
お
り
、
市
の
各
部
署
な
ら
び
に
関

係
機
関
と
連
携
し
て
自
殺
の
未
然
防
止
に
全

力
を
挙
げ
る
と
と
も
に
、
自
死
遺
族
を
支
え

る
取
り
組
み
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。

豊
か
な
山
林
資
源
を
活
用
し
た
発
電
所

○
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
つ
い
て（
福

島
県
会
津
若
松
市
）

　

会
津
若
松
市
の
河
東
工
業
団
地
に
設
置
さ

れ
て
い
る
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
で
は
、
山
林

未
利
用
材
等
を
燃
料
と
し
た
発
電
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

事
業
の
実
施
に
お
い
て
は
、
短
期
的
に
大

き
な
利
益
を
上
げ
る
こ
と
を
優
先
す
る
の
で

は
な
く
、
持
続
可
能
な
サ
イ
ク
ル
が
構
築
で

き
る
よ
う
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
適
正
な

規
模
の
計
画
と
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

の
認
識
を
持
ち
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
は
目

覚
ま
し
い
技
術
の
進
歩
、
先
進
地
の
試
行
錯

誤
を
踏
ま
え
た
事
業
が
可
能
に
な
る
と
感
じ

ま
し
た
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
た
生
活
を

○
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て（
千

葉
県
船
橋
市
）

　

船
橋
市
で
は
、
超
高
齢
社
会
の
到
来
を
見

据
え
、
特
に
在
宅
医
療
の
推
進
に
力
を
入
れ

て
い
ま
し
た
。
関
係
す
る
職
能
団
体
で
構
成

す
る
船
橋
在
宅
医
療
ひ
ま
わ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
よ
る
連
携
推
進
、
主
治
医
を
中
心
と
す

る
医
療
・
介
護
関
係
者
間
で
対
象
高
齢
者
に

関
す
る
情
報
を
共
有
化
す
る
た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
活
支
援
の
分
野
で
は
、
事
業
者

に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
だ
け
で
は
な
く
、
市

民
に
よ
る
助
け
合
い
活
動
も
含
め
、
多
様
な

担
い
手
を
必
要
な
支
援
と
し
て
捉
え
て
い
る

こ
と
に
注
目
し
ま
し
た
。

○
ま
と
め

　

ま
す
ま
す
複
雑
か
つ
多
様
化
し
て
い
る
社

会
的
課
題
の
解
決
に
当
た
っ
て
は
、
市
の
各

部
署
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
関
係
機
関
な
ら

び
に
民
間
と
も
連
携
し
た
上
で
、
総
合
的
な

取
り
組
み
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

課
題
解
決
に
対
す
る
担
当
者
の
熱
意
に
も
感

銘
を
受
け
た
視
察
で
し
た
。

経
済
建
設
常
任
委
員
会
　
　
　
　
11
月
11
日
～
13
日

　◎
山
田
富
義
、
○
名
古
屋
　
豊
、
武
石
栄
二
、
野
嵜
久
雄
、
酒
井
　
健

　
坂
井
良
永
、
　
髙
坂
登
志
郎
、
伊
藤
得
三

地
域
住
民
の
手
で
地
域
の
農
業
を
守
る

○
水
田
フ
ル
活
用
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て（
山

形
県
山
形
市
）

　

山
形
市
で
は
、
行
政
と
農
協
と
が
山
形
市

農
業
振
興
協
議
会
を
組
織
し
、
水
田
フ
ル
活

用
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
。
稲
作
か
ら
の
転
換
が

強
化
さ
れ
る
中
、
志
戸
田
地
区
で
は
農
業
者

の
高
齢
化
も
鑑
み
比
較
的
労
力
の
か
か
ら
な

い
ソ
バ
栽
培
の
集
団
化
・
団
地
化
を
進
め
て

き
て
お
り
、
現
在
は
さ
ら
な
る
所
得
増
の
た

め
営
農
組
合
を
設
立
し
、
農
地
の
２
年
３
作

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

住
民・行
政
と
も
に

メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
要
望
の
仕
組
み

○
公
共
事
業
整
備
優
先
順
位
基
準
に
つ
い

て（
山
形
県
寒さ

河が

江え

市
）

　

寒
河
江
市
で
は
、
限
ら
れ
た
財
源
で
多
様

な
住
民
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
た
め
、
道
路
整
備

等
住
民
か
ら
多
く
寄
せ
ら
れ
る
要
望
の
優
先

度
を
判
断
す
る
公
共
事
業
整
備
優
先
順
位
基

準
を
策
定
。
こ
れ
に
伴
い
、
町
会
単
位
で
要

望
を
提
出
し
、
市
の
審
査
会
が
当
該
基
準
に

の
っ
と
っ
て
審
査
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
も

確
立
し
ま
し
た
。
町
会
、
市
双
方
の
要
望
に

係
る
事
務
が
簡
略
化
さ
れ
、
審
査
の
透
明
性

も
確
保
さ
れ
た
こ
と
は
、
住
民
と
市
の
信
頼

関
係
構
築
に
寄
与
し
て
い
ま
し
た
。

子
育
て
世
帯
の
定
住
者
が
急
増

○
子
育
て
定
住
住
宅
建
築
事
業
に
つ
い
て

（
山
形
県
寒
河
江
市
）

　

寒
河
江
市
で
は
、
子
育
て
世
代
が
市
内
に

移
住
し
住
宅
を
建
築
ま
た
は
リ
フ
ォ
ー
ム
す

る
際
に
助
成
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
23
年
か

ら
現
在
ま
で
の
間
、
延
べ
1
4
0
人
余
り
の

定
住
者
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。
子
育
て
世
代

に
限
定
し
て
い
る
た
め
、
定
住
後
の
出
産
等

に
よ
り
さ
ら
な
る
人
口
増
も
あ
っ
た
も
の
と

見
ら
れ
ま
し
た
。

コ
ス
ト・事
務
量
の
大
幅
削
減
に
成
功

○
道
路
・
河
川
等
の
維
持
管
理
に
お
け
る

包
括
的
民
間
委
託（
栃
木
県
）

　

栃
木
県
で
は
、
全
９
土
木
事
務
所
中
７

事
務
所
で
包
括
的
民
間
委
託
を
導
入
。
異

常
気
象
時
の
施
設
の
点
検
・
パ
ト
ロ
ー
ル
、

除
雪
お
よ
び
融
雪
剤
散
布
、
小
規
模
な
施

設
修
繕
が
対
象
業
務
で
あ
り
、
コ
ス
ト
で

３
％
、
事
務
量
で
89
％
の
削
減
に
成
功
し

て
い
る
他
、
指
示
系
統
の
一
本
化
や
人
材
・

資
材
の
有
効
運
用
な
ど
幅
広
い
効
果
を
上

げ
て
い
ま
し
た
。

○
ま
と
め

　

寒
河
江
市
公
共
事
業
整
備
優
先
順
位
基
準

は
、
地
域
の
実
情
に
即
し
歩
行
者
安
全
の
観

点
か
ら
公
共
工
事
の
優
先
度
を
審
査
す
る
も

の
で
あ
り
、
こ
れ
に
基
づ
き
工
事
を
進
め
る

こ
と
は
合
理
的
で
誰
も
が
納
得
で
き
る
良
い

形
で
す
。
町
会（
自
治
会
）
の
運
営
状
況
等
、

三
条
市
と
は
異
な
る
条
件
が
あ
る
も
の
の
、

分
か
り
や
す
い
プ
ロ
セ
ス
で
最
良
の
結
果
を

導
け
る
よ
う
要
望
の
在
り
方
を
検
討
し
直
す

必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

日野市　日野市役所

栃木県　栃木県庁にて

山形市　志戸田地区の小麦畑にて
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